
学校番号 ３０１９

教科 理数科 科目 理数数学Ⅱ演習 年次 2年次

使用教科書

副教材

１　　担当者からのメッセージ(学習方法等)

２　　学習の到達目標

３　学習評価(評価規準と評価方法)
数学的な技能 知識・理解

指数関数・対数関数，ベクトル，数列において，
事象を数学的に表現・処理する仕方や推論の方法
などの技能を身に付けている。

指数関数・対
数関数，ベク
トル，数列に
おける基本的
な概念，原
理・法則など
を体系的に理
解し，基礎的
な知識を身に
付けている。

・定期考査 ・定期考査

・小テスト ・小テスト

４　学習の活動

a b c d
前期 数学Ⅱ

指数関数
　と対数関数

指数関数
　と対数関数

指数関数 ○ ○ ○ ○
a:指数関数のグラフの概形を，点をプロットして
かこうとする意欲がある。

定期考査
確認テスト
提出物
観察

b:指数関数の増減によって，大小関係や方程式・
不等式を考察することができる。

c:ax＞0に注意して，おき換えによって指数方程
式・不等式を解くことができる。

d:指数関数のグラフの概形，特徴を理解してい
る。底と1の大小に注意して，指数関数を含む方程
式・不等式を解くことができる。

令和２年度　　理数科

レポート等

学期 内容 単元(題材) 学習内容

指数関数・対数関数，ベクトル，
数列における考え方や体系に関心
をもつとともに，数学のよさを認
識し，それらを事象の考察に活用
して数学的な考え方に基づいて判
断しようとする。

指数関数・対数関数，ベ
クトル，数列において，
事象を数学的に考察し表
現したり，思考の過程を
振り返り多面的・発展的
に考えたりすることなど
を通して，数学的な見方
や考え方を身に付けてい
る。

評価方法

・学習活動への取り組み ・定期考査

評価方法

観点の趣旨

ノート，プリント， ・提出ノートの内容

・課題・提出物の状況 ・提出レポートの内容

主な評価の観点
単元(題材)の評価規準

単位数 3単位

数学Ⅱ，数学B　　(数研出版)

サクシードⅡ＋B　(数研出版)　　青チャートⅡB(数研出版)

観点 関心・意欲・態度 数学的な見方や考え方

授業後，必ずサクシードの類題をし，ノート提出を積極的に行う。問題集のＡ問題・Ｂ問題を着実に解けるようにする。
長期の休みなどで、基本的または発展的な問題し、定期的に復習する。

指数関数・対数関数の考えについて理解させ，基礎的な知識の習得と技能の習熟を図り，事象を数学的に考察し表現する能力を養
うとともに，それらを活用する態度を育てる。また，ベクトルまたは数列について理解させ，基礎的な知識の習得と技能の習熟を
図り，事象を数学的に考察し表現する能力を伸ばすとともに，それらを活用する態度を育てる。
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a b c d
学期 内容 単元(題材) 学習内容 評価方法

主な評価の観点
単元(題材)の評価規準

前期 数学Ⅱ
指数関数
　と対数関数

指数関数
　と対数関数

対数と
　その性質

○ ○ ○
b:対数logaMがap＝Mを満たす指数pを表しているこ
とを理解している。指数法則から，対数の性質を
考察することができる。

定期考査
確認テスト
提出物
観察

c:指数と対数とを相互に書き換えることができ
る。

d:対数の定義を理解し，対数の値を求めることが
できる。対数の性質に基づいた種々の対数の値の
計算や，等式の証明の方法がわかる。

対数関数 ○ ○ ○ ○
a:やや複雑な対数方程式，対数不等式に積極的に
取り組もうとする。

b:対数と指数の関係から，両者のグラフが互いに
直線y＝xに関して対称であるという見方ができ
る。対数関数の増減によって，大小関係や方程
式・不等式を考察することができる。

c:対数の性質を用いる際に，真数が正であること
に着目できる。おき換えによって関数の最大・最
小問題を解くことができる。

d:底と1の大小に注意して，対数関数を含む方程
式・不等式を解くことができる。対数関数のグラ
フの概形，特徴を理解している。

常用対数
　研究
　対数と無理数

○ ○ ○ ○
a:桁数や小数首位の問題を一般的に考察しようと
する。対数で表された数が無理数であることの証
明に関心をもち，考察しようとする。

定期考査
確認テスト
提出物
観察

b:非常に大きな数や小さな数の取り扱いが楽にな
る常用対数の有用性を考察することができる。底
の変換公式により，どの対数も常用対数で表せる
ことを理解している。

c:正の数をa×10nの形に表現して，対数の値を求
めることができる。n桁の数，小数首位が第n位の
数を，不等式で表現することができる。現実世界
の問題（例えばバクテリアの分裂など）を，常用
対数を用いて解くことができる。

d:常用対数の定義を理解し，それに基づいて種々
の値を求めることができる。常用対数を利用し
て，桁数の問題や小数首位問題などを解くことが
できる。

数学Ｂ
数列

数列とその和 数列 ○ ○ ○ ○
a:数の並び方に興味をもち，その規則性を発見し
ようとする意欲がある。

b:数の並び方からその規則性を推定して，数列の
一般項を考察できる。

c:数列に関する用語，記号を適切に用いることが
できる。

d:数列の定義，表記について理解している。

等差数列と
その和

○ ○ ○ ○
a:等差中項の性質に興味をもち，問題解決に利用
しようとする。

b:等差数列の項を書き並べて，隣接する項の関係
が考察できる。等差数列の項を書き並べて，隣接
する項の和が考察できる。

c:条件から等差数列の一般項を決定できる。等差
数列の和の公式を適切に利用して，等差数列の和
が求められる。

d:等差数列の公差，一般項などを理解している。
自然数の和，奇数の和，倍数の和などが求められ
る。

定期考査
確認テスト
提出物
観察

定期考査
確認テスト
提出物
観察

定期考査
確認テスト
提出物
観察
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a b c d
学期 内容 単元(題材) 学習内容 評価方法

主な評価の観点
単元(題材)の評価規準

等比数列とその
和
　研究
　　複利計算と
　　等比数列

○ ○ ○ ○
a:等比中項の性質に興味をもち，問題解決に利用
しようとする。複利計算に興味・関心をもち，具
体的な問題に取り組もうとする。

定期考査
確認テスト
提出物
観察

b:等比数列の項を書き並べて，隣接する項の関係
が考察できる。

c:条件から等比数列の一般項を決定できる。等比
数列の和の公式を，適切に利用して数列の和が求
められる。

d:等比数列の公比，一般項などを理解している。
等比数列の和に関する条件が与えられたとき，初
項や公比が求められる。

和の記号Σ
 コラム
　複利で借りる

○ ○ ○ ○
a:自然数の2乗の和や3乗の和の公式を求めようと
する意欲がある。複利で借りた場合の例に関心を
もち，金の貸し借りの際の注意点について考察し
ようとする。

定期考査
確認テスト
提出物
観察

b:数列の和を記号Σで表して，和の計算を簡単に
行うことができる。

c:第k項をkの式で表して，初項から第n項までの和
が求められる。

d:和の記号Σの意味を理解し，数列の和が求めら
れる。

階差数列 ○ ○
b:数列の規則性の発見に，階差数列が利用でき
る。初項から第n項までの和に着目して，一般項を
考察できる。

定期考査
確認テスト
提出物
観察

d:階差数列を利用して，もとの数列の一般項が求
められる。数列の和Snと第n項anの関係を理解し，
数列の一般項が求められる。

いろいろな
　　数列の和

○ ○ ○
a:f（k＋1）－f（k）を用いる和の求め方に興味を
もち，具体的な問題に活用しようとする。

定期考査
確認テスト
提出物
観察

b:群数列を理解し，ある特定の群に属する数の和
が求められる。

d:和の求め方の工夫をして，数列の和が求められ
る。

数学的帰納法 漸化式と数列 ○ ○ ○ ○
a:おき換えや工夫を要する複雑な漸化式につい
て，考察しようとする。確率の問題に漸化式が利
用できることに興味・関心をもち，問題解決に利
用しようとする。

定期考査
確認テスト
提出物
観察

研究
　確率と漸化式

b:初項と漸化式を用いて数列を定義できることを
理解している。

発展
隣接3項間の
　　    漸化式

c:漸化式を適切に変形して，その数列の特徴を考
察することができる。おき換えを利用して，漸化
式から一般項を求めることができる。

発展
２つの数列の
　　    漸化式

d:漸化式の意味を理解し，具体的に項が求められ
る。初項と漸化式から数列の一般項が求められ
る。与えられた条件からanとan＋1の間に成り立つ
漸化式を求めることができる。

数学的帰納法
コラム
フィボナッチ
数列

○ ○ ○ ○
a:数学的帰納法を利用して，いろいろな事柄を積
極的に証明しようとする。フィボナッチ数列の性
質に興味・関心をもち，他にも面白い性質がない
か考察しようとする。

定期考査
確認テスト
提出物
観察

b:自然数nに関する命題の証明には，数学的帰納法
が有効なことを理解している。一般項を推測し
て，それが正しいことを数学的帰納法で証明する

c:ある整数の倍数であることを，文字を用いて表
現できる。

d:数学的帰納法を用いて，等式を証明できる。数
学的帰納法を用いて，整数の性質を証明できる。n
≧kの場合に成り立つ不等式を，数学的帰納法を用
いて証明できる。
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a b c d
学期 内容 単元(題材) 学習内容 評価方法

主な評価の観点
単元(題材)の評価規準

数学Ｂ
平面上の
　ベクトル

平面上のベクト
ルとその演算

平面上の
ベクトル

○ ○
a:身近な例からベクトルで表されるものを見つけ
ようとし，力学との関連を考えようとする。

d:ベクトルの向き，相等について理解している。

ベクトルの演算 ○ ○ ○ ○
a:ベクトルの演算に興味・関心をもち，数式の演
算法則，力学との類似と相違を考察しようとす
る。

定期考査
確認テスト
提出物
観察

b:和や差における逆ベクトルや零ベクトルの役割
を理解している。

c:あるベクトルと同じ向きの単位ベクトルを式で
表現して利用できる。有向線分で表されたベクト
ルを，2つのベクトルの和，差に表現できる。

d:有向線分で表されたベクトルについて，加法，
減法，実数倍を考察することができる。:ベクトル
の加法，減法，実数倍,分解の仕組みを理解してい
るベクトルの平行条件について理解している。

ベクトルの成分 ○ ○ ○
a:ベクトルの成分と座標平面との関連に興味，関
心をもつ。

定期考査
確認テスト
提出物
観察

c:成分表示されたベクトルを，２つのベクトルの1
次結合の形に表現できる。成分表示された2つのベ
クトルの平行条件について理解している。

d:成分表示されたベクトルの大きさ，和，差，実
数倍の計算ができる。点の座標とベクトルの成分
の関係について理解している。

ベクトルの内積
研究
　三角形の面積

○ ○ ○ ○
a:ベクトルの内積のもつ図形的意味を探ろうとす
る態度がある。

定期考査
確認テスト
提出物
観察

b:内積は実数であることを理解している。内積と
余弦定理のつながりを理解する。内積で大きさが
考察できることを理解している。

c:ベクトルの大きさを内積におき換えて扱うこと
ができる。ベクトルの大きさと内積の関係式から
ベクトルのなす角を求めることができる。

d:大きさとなす角でベクトルの内積を計算するこ
とができる。成分表示されたベクトルの内積を計
算することができる。ベクトルのなす角を，内積
を利用して求めることができる。ベクトルの垂直
条件を理解し，計算に利用できる。内積の性質を
理解し，計算に利用できる。ベクトルを用いて三
角形の面積を求めることができる。

後期 ベクトルと
　　平面図形

位置ベクトル ○

d:線分の内分点，外分点が位置ベクトルで表せる
ことを理解している。三角形の重心を位置ベクト
ルを表せることを理解している。ベクトルで表さ
れた等式を，位置ベクトルを用いて証明できる。

定期考査
確認テスト
提出物
観察

ベクトルと図形 ○ ○ ○
a:位置ベクトルを用いて平面図形についての命題
を証明しようとする。

定期考査
確認テスト
提出物
観察

b:位置ベクトルの一意性を理解し，図形の性質を
証明できる。ベクトルの分解を，ベクトルの１次
独立・１次結合として理解する。

c:点を位置ベクトルで表し，図形を考察できる。
図形の性質をベクトルで表現して扱うことができ
る。:3点が一直線上にあることをベクトルで表現
できる。直線の交点をベクトルの１次独立・１次
結合として処理できる。垂直条件をベクトルの内
積で表現して考察できる。

定期考査
確認テスト
提出物
観察
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a b c d
学期 内容 単元(題材) 学習内容 評価方法

主な評価の観点
単元(題材)の評価規準

後期 ベクトルと
　　平面図形

ベクトル方程式 ○ ○ ○ ○
a:直線や円のベクトル方程式を活用しようとす
る。ベクトルを用いて直線や円の性質を考察する
意欲がある。

定期考査
確認テスト
提出物
観察

b:直線や円をベクトル方程式で表現できる。

c:直線のベクトル方程式の媒介変数処理ができ
る。

研究
点と直線の
距離

d:直線や円のベクトル方程式を理解している。2直
線のなす角をベクトルを用いて求めることができ
る。円の接線のベクトル方程式を理解している。
ベクトルを用いて点と直線の距離を求めることが
できる。

空間のベクトル 空間のベクトル 空間の座標 ○ ○ ○
a:平面の座標の概念を空間の座標に拡張しようと
する。

定期考査
確認テスト
提出物
観察

c:間における図形を，座標を利用して示すことが
できる。

d:座標空間において，点の座標，2点間の距離が求
められる。

空間のベクトル ○ ○ ○
a:空間のベクトルと平面のベクトルを比較して考
察しようとする。

定期考査
確認テスト
提出物
観察

b:空間のベクトルを平面上のベクトルの拡張とし
てとらえることができる。

c:空間のベクトルを，与えられた3つのベクトルで
表すことができる。

ベクトルの成分 ○ ○ ○
b:空間のベクトルの成分を座標空間と関連づけて
考察できる。

定期考査
確認テスト
提出物
観察

c:成分表示されたベクトルを，3つのベクトルの
和・差で表現できる。

d:成分表示されたベクトルの大きさ，和，差，実
数倍の計算ができる。点の座標とベクトルの成分
の関係について理解している。

ベクトルの内積 ○ ○ ○
b:ベクトルの内積を，平面から空間へ拡張して考
察できる。

定期考査
確認テスト
提出物
観察

c:立体図形におけるベクトルの内積を，計算でき
る。大きさとなす角，成分表示から，ベクトルの
内積を計算できる。

d:ベクトルのなす角を，内積を利用して求めるこ
とができる。ベクトルの垂直条件を理解し，計算
に利用できる。

位置ベクトル ○ ○
a:四面体の重心に興味をもち，その性質を位置ベ
クトルで考察しようとする。

定期考査
確認テスト
提出物
観察

d:ベクトルの諸性質が平面の場合と同じであるこ
とを理解して，それらを利用できる。位置ベクト
ルの一意性を理解し，図形の性質を証明できる。
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a b c d
学期 内容 単元(題材) 学習内容 評価方法

主な評価の観点
単元(題材)の評価規準

ベクトルと図形 ○ ○ ○ ○
a:3点が定める平面上の点の位置ベクトルを一般的
に考察する。

定期考査
確認テスト
提出物
観察

b:空間における図形を，位置ベクトルで考察でき
る。

c:3点が一直線上にあることをベクトルで表現して
利用できる。空間において3点が一直線上にあるた
めの条件を理解している。3点で定まる平面上の点
を，ベクトルで表現して利用できる。ベクトルの
分解の一意性を理解し，計算に利用できる。線分
の長さ，垂直条件をベクトルの内積で表現して考
察できる。

d:ある点が3点で定まる平面上にあるための必要十
分条件を理解し，それを利用することができる。
内積を利用して，空間の図形の性質を証明でき
る。内積を利用して，直線への垂線の足の座標を
求めることができる。

座標空間におけ
る図形

○ ○ ○ ○
a:球面の方程式に興味をもち，考察しようとす
る。

定期考査
確認テスト
提出物
観察

b:空間ベクトルを利用して，分点の座標などを考
察できる。球面と平面が交わってできる図形を，
連立方程式の解の集合としてとらえることができ
る。

c:球面の方程式から，球の中心，半径を読み取る
ことができる。:座標平面と球面の交わりの方程式
を求めることができる。

発展
平面の方程式
発展
直線の方程式

d:座標空間における線分の内分点・外分点の座標
が求められる。座標軸に垂直な平面の方程式を理
解している。いろいろな球面の方程式が求められ
る。平面のベクトル方程式から，平面の方程式を
つくることができる。直線のベクトル方程式か
ら，空間内の直線の媒介変数表示,直線の方程式を
つくることができる。
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